
あなたの描いた日本が、

世界の日本になる。

RECRUITING GUIDE



国際観光振興の意義

１．国際観光の推進はわが国のソフトパワーを強化するもの 外交、
安全保障の基盤

 諸外国との健全な関係の構築は国家的課題

 国際観光を通じた草の根交流は、国家間の外交を補完・強化し、安全保障にも大きく貢献

 日本に実際に来てもらう、見てもらう、交流してもらうことで、日本の印象も変わる

 少子高齢化で成熟した社会には、観光振興＝交流人口の拡大、需要の創出による経済の活性化が有効

 訪日外国人も今や無視できない消費活動の主体（2019年の訪日外国人旅行消費額→4.8兆円）

２．観光は少子高齢化時代の経済活性化の切り札 高い経済効果

３．交流人口の拡大による地域の活性化 雇用創出・地方創生の切り札

 地方においては地域振興策の新たなアプローチが必要。観光による交流人口の拡大は地域経済の起爆剤

 集客力のある個性豊かな地域づくりは、各地域の自主・自律の精神も促す

４．観光立国により国民が誇りと自信を取り戻す 国の価値の再認識

 観光立国の推進は、我が国の歴史的・文化的価値を国民が、住民が、再認識するプロセスであり、

日本の魅力の再活性化にもつながるもの

～ 観光交流人口の拡大による日本の再生 ～
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世界と日本の観光効果

※出典：WTTC JAPAN 2020 ANNUAL RESEARCH

世
界

日
本

旅行・観光産業の
雇用効果(2019年)：

約12.5人に1人を雇用
(全就業者の8.0%、
約537.9万人)

ビジター輸出
(=国際観光客による
日本国内での支出)

(2019年)：

総輸出の5.3%、
470億ドル(約5兆円)

旅行・観光産業GDP 
(2019年):

7.0％
(約39.1兆円)
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50年間の訪日外客数/出国日本人数の推移
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35万人

大阪万博
（1970年3月～9月）

東京五輪
(1964年10月)

ビジット・ジャパン・キャンペーン
の開始（2003年4月）

(年)

2,008万人

2015年に訪日外客数と
出国日本人数が45年ぶりに逆転！

出国日本人数

訪日外客数

3,188万人

(千人)

2018年に訪日外客数が
3000万人を突破！
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訪日外客数市場別内訳（2019）

（人）

アジア 2,637万人
(82.7%)その他

138万人
(4.3%)

欧州主要5カ国
+ロシア

141万人 (4.4%)

豪州
62万人
(2.0%)

東アジア
2,236万人
(70.1%)

総計
3,188万人

国/地域別訪日外客数 トップ10

総数 31,882,100

1 中国 9,594,300

2 韓国 5,584,600

3 台湾 4,890,600

4 香港 2,290,700

5 米国 1,723,900

6 タイ 1,319,000

7 豪州 621,800

8 フィリピン 613,100

9 マレーシア 501,700

10 ベトナム 495,100

東南アジア＋インド
401万人
(12.6%)

米国
+カナダ
210万人

(6.6%)

※出典：日本政府観光局（JNTO)
※グラフはビジット・ジャパン事業重点20市場の地域別構成比。

中国
959万人
(30.1%)

韓国
558万人
(17.5%)台湾

489万人
(15.3%)

香港
229万人
(7.2%)
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我が国が目指す数値目標

視点1

観光資源の魅力を

極め、地方創生に活用

視点2

観光産業を革新し、

国際競争力を高め、

我が国の基幹産業に

視点3

すべての旅行者が、

ストレスなく快適に

観光を満喫できる環境に

訪日外客数

訪日外国人旅行消費

6000万人

15兆円

2030年

「観光先進国」への3つの視点

新たな目標

3188万人

4.8兆円

2019年

地方部での
外国人延べ宿泊者数

1億3,000万人泊4,309万人泊
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日本政府観光局（JNTO）の概要

●正式名称 ： 独立行政法人国際観光振興機構（国土交通省 観光庁所管）

※通称として「日本政府観光局」、略称としてJNTO（英文名称：Japan National Tourism Organizationの頭文字）を使用しています。

●国内拠点 ： 本部（東京）
●海外拠点 ： 24事務所（ソウル、北京、広州、上海、香港、デリー、ジャカルタ、シンガポール、バンコク、マニラ、ハノイ、

クアラルンプール、シドニー、ニューヨーク、ロサンゼルス、トロント、メキシコ、ローマ、ロンドン、マドリード、フランクフル
ト、

パリ、モスクワ、ドバイ）

JNTOは世界24都市に海外事務所を持ち、
外国人の訪日旅行の促進に向けて、海外現地目線
に立ったプロモーション、マーケティングを行っています。

＜主な事業＞
●訪日旅行市場に関する市場分析・マーケティング

●海外現地旅行会社の訪日ツアー企画・販売の促進

●海外現地メディアを通じた広告・宣伝

●ウェブやSNSを通じた訪日観光の情報提供

●国際会議（MICE）の誘致・開催促進

●受入環境整備・向上支援

（ビジット・ジャパン観光案内所の認定）

JNTOの活動

組織概要

※政府観光局 (National Tourism Organization)とは：外国人旅行者の誘致活動を行う政府機関

7



日本政府観光局（JNTO）の位置付け

国土交通省

(Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism) 

観光庁

（Japan Tourism Agency)

日本政府観光局

(Japan National Tourism 

Organization)

「観光立国」に向けた総合的かつ計画的な取り組み

・政策の策定
・外国政府との協議や関係省庁との調整
・民間事業者や自治体との連携体制の構築
・魅力ある観光地づくりの支援

訪日プロモーションの実施主体/ 海外24事務所を設置

・ビジット・ジャパン事業：訪日旅行プロモーション
・ツーリストインフォメーションセンターの運営・認定
・訪日外客数や海外市場動向の発信
・国際会議等の開催誘致支援
・全国通訳案内士試験事務の実施
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日本政府観光局（JNTO）の組織図

理 事 長
監 事

【総務グループ、海外事務所管理グループ、人事グループ、財務グループ、情報システムグループ】
組織運営・事業実施の計画策定（中期・年度計画、事業実施計画）、業績評価、総務、海外事務所の運営管理、人事・労務、
予算・決算、調達 情報インフラの整備・運用、情報セキュリティ対応 等

総務部

地域連携部

海外プロモーション部

企画総室

監査室 内部監査、会計検査院の対応及び通報等の受付 等

【事業・プロモーション統括グループ、広報グループ、調査・マーケティング統括グループ】
ＶＪ事業のＰＤＣＡ推進及び管理、広報、調査及びマーケティング分析 等

【海外プロモーション統括グループ、東アジアグループ、東南アジアグループ、欧米豪・中東グループ】
部内統括及び部署間調整、市場横断事業、市場別プロモーション事業の実施、他国政府・ＮＴＯとの二国間連携 等

【市場戦略グループ、誘致推進グループ】
MICE関連のプロモーション事業の実施、人材育成、寄附金・交付金業務 等

海外事務所（24カ所）

地方自治体・地方運輸局・DMOとの連絡・調整、地域コンサルティング、地域の観光コンテンツ収集、国内特定地域に関するプロモ
ーション（東北等）、地域観光関係者向け研修会開催 等

市場横断ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ部
【市場横断グループ、市場開発グループ】
テーマ別・市場横断プロモーション事業の実施 等

理 事

ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞｾﾝﾀｰ ＷＥＢ・ＳＮＳによる訪日旅行情報発信及び分析、オンラインメディアセンター、ＤＭＰのプラットフォーム管理 等

地域ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ連携室

ＭＩＣＥﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ部

【受入対策グループ、会員サービスグループ】
ＴＩＣ管理、外国人観光案内所認定・支援、旅行者問い合わせ対応（Japan Visitor Hotline、オンライン問い合わせシステムの運用）、
全国通訳案内士試験実施事務、善意通訳、賛助団体・会員制度、インバウンドフォーラム開催 等

【ソウル、北京、広州、上海、香港、デリー、ジャカルタ、シンガポール、バンコク、マニラ、ハノイ、クアラルンプール、シドニー、ニューヨーク、ロサンゼルス、
トロント、メキシコ、ローマ、ロンドン、マドリード、フランクフルト、パリ、モスクワ、ドバイ】
海外現地における旅行見本市、セミナー・商談会等の訪日プロモーション事業の実施、市場調査、現地旅行業界・メディアとのネットワーク構築、
情報収集 等

理 事 長 代 理
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10

JNTOの事業概要（ビジット・ジャパン事業 等）

●海外メディア招請

●海外旅行会社招請●旅行博出展・イベント開催

WEB、新聞・雑誌、番組等を通じ、現
地消費者向けに訪日観光の魅力を発信

現地消費者へ訪日観光の魅力を旅行博
等でPR、訪日旅行商品の即売を支援

現地旅行会社等が一堂に集まる旅行博
への出展、商談会等の開催

現地旅行会社を国内観光地へ招請、
新たな訪日旅行商品の造成を促進

JNTOの訪日PR
と旅行会社の訪
日旅行商品広告
を共同で実施
し、販売を促進

●ツアー共同広告〈現地旅行会社向け〉

●情報発信
〈現地消費者向け〉

・インバウンド（訪日外国人旅行）拡大に向けた取組において、実施主体として中核的な役割
・海外事務所ネットワークを活かした現地市場分析、海外プロモーション、国際会議等の誘致
・自治体等の取組の支援 等

ビジット・ジャパン事業
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JNTOの事業概要（ビジット・ジャパン事業 等）

・インバウンド（訪日外国人旅行）拡大に向けた取組において、実施主体として中核的な役割
・海外事務所ネットワークを活かした現地市場分析、海外プロモーション、国際会議等の誘致
・自治体等の取組の支援 等

マーケティング・
コンサルティング事業

受入対策事業 MICE事業

・海外事務所のネットワークを活用し
現地消費者の旅行動向、ニーズ等の
マーケティング情報をリアルタイム
で収集・分析

・自治体、企業等に対し、ウェブサイ
ト、出版物、セミナー、コンサル
ティング等を通じ情報提供、インバ
ウンドビジネスを支援

●市場分析・マーケティング
に基づく自治体等への支援

●国内の受入体制の整備

・訪日外国人旅行者に多言語による
旅行案内を行うツーリスト・イン
フォメーション・センターの運営

・外国人観光案内所の認定及び運営
支援

・国の代行機関として、通訳案内士
試験を実施

●国際会議等の誘致・開催支援

・会議開催地としての認知度向上、情
報収集やセールス活動

・企業が成績優秀者を招待するインセ
ンティブ・ツアーの誘致

・全国のコンベンション推進機関と連
携、誘致主体を支援
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①欧米豪市場の取り込み
「Enjoy my Japan」グローバルキャンペーンの展開

～新たな「楽しい国 日本」の魅力を発信～

欧米豪（欧州、北米、豪州）市場を中心に存在する「海外旅行には頻繁に行くが日本を旅行先として認知・意識していない
層」をターゲットに、「日本が、誰もが楽しむことが出来る旅行目的地」であることを複数年にわたりアピールしていく。

キャンペーンメッセージ (www.enjoymyjapan.jp)

■外国人旅行者自身が、自分にぴったりの日本の魅力を発見し、お気に入りの「My Japan」を満喫。
■「私の大好きな日本（My Japan）を楽しんでください」という日本側の親しみを込めた歓迎の気持ち。
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②観光コンテンツ収集事業

• 各地域から収集した魅力的な体験型の観光コンテ
ンツを外国人の目線で評価・選定し、ネイティブ
ライターによる記事制作を行う

• 収集したコンテンツをExperiences in Japanサイ
トに掲載、各種プロモーションに活用

• 言語：英語(378件)・中国簡体字(175件)・
台湾繁体字(175件)・香港繁体字(174件)・
韓国語(174件)・タイ語(100件)
⇒2022年3月、450件（75件／各言語）
追加掲載予定！

• URL：

●Experiences in Japan

https://www.japan.travel/experiences-in-japan/en/

https://www.japan.travel/experiences-in-japan/en/
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Experiences in Japan

JNTOの公式グローバルウェブサイト(英語)を日本語に翻訳：計264件
Experiences in Japanサイトに掲載している外国人目線で選ばれた各地域の
観光コンテンツを日本語に翻訳し、日本向けにも紹介。

URL：https://www.japan.travel/experiences-in-japan/jp/

【日本語での発信】

https://www.japan.travel/experiences-in-japan/jp/


訪日旅行の不安払しょくに向けた情報発信

・ 入国規制の情報・ステイホームで楽しめる訪日コンテンツなどの提供を継続

・ 訪日旅行の不安払拭に向けた情報を届ける新設ページを2021年4月に公開

入国制限などの

情報

訪日旅行の不安払拭

に向けた動画

ステイホームで楽しめる

訪日コンテンツ

ニューノーマル時代の訪日旅行

の魅力・実用情報を伝える

ページ (イメージ)

日本の感染症対策や

旅行者に求められる

行動などを掲載
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Safe travels in Japanの動画
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コロナ対策ピクトグラム（ダウンロードフリー）

・ 新型コロナウイルス感染症対策等の情報を分かりやすく伝えるピクトグラムを15言語*

で制作。誰でも自由に利用可能。

* 英語、韓国語、中国語・簡体字、中国語・繁体字（香港）、中国語・繁体字（台湾）、タイ語、インドネシア語、

ベトナム語、ドイツ語、イタリア語、フランス語、スペイン語（スペイン）、スペイン語（メキシコ）、ロシア語、アラビア語

・ 日本ショッピングツーリズム協会（JSTO）が小売業界向けに追加のピクトグラムを公表。

感染症対策を示す店舗ポスター旅行者向けウェブサイト・SNS

使用例
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ヴァーチャルツアー＋ECによる地域産品物販

①観光情報発信プラットフォーム
（Fliggy）

②越境ECプラットフォーム
（Tmall Global）

・コロナ禍で厳しい状況にある地方の観光地・観光産業への支援として、

① 在日インフルエンサーを起用するライブ配信・オンラインツアーにより観光情報及び地域産品（食品、酒、

伝統工芸品等）を紹介

② 越境ECプラットフォームで地域産品の販売を促進

・2021年度は、ECサイト取引が活発な中国市場を対象に、試行的に全国の8ブロック（北海道、東
北、関東、中部、近畿、中国・四国、九州、沖縄）で計8回を実施予定

・第1回（9/29）は、九州（熊本・鹿児島・大分）を紹介。ライブで21万人が視聴。

ユーザー誘引
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これからのトレンド～アドベンチャートラベル

アドベンチャートラベルとは？

「アクティビティ」 「自然」「文化体験」のうち、最低２つを含む旅行

文化体験

アクティビティ

自然

出典：ATTA
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アドベンチャートラベル市場

◎市場規模

・ 欧州・北米・南米で約6,830億ドル（約75兆円, 2017年）。

・ 年率11.4%で成長。

・ 欧州が約2800億ドル（約30兆円）。北米と南米が続く。

◎旅行者一人あたりの現地消費額

・ 北米が最も高く、一人あたり3,290ドル（36万円）。

・ 3地域全てにおいて、顧客単価は平均の1.7倍～2.5倍
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ATWS（Adventure Travel World Summit)

ATWS2021北海道大会開催

2021年9月20～24日（オンライン）→2023年にリアル開催へ

・ 旅行会社、宿泊事業者、アウトドアメーカー、観光局・観光協会、メディア、ガイドなど、約60

カ国から700～800名の関係者が参加。
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JNTOの取組方針（2021年6月）

◆SDGsへの貢献と持続可能な観光（サステナブル・ツーリズム）の推進に向け
て、新たにJNTOとしての取組方針を策定し、取組をより一層強化

SDGs（持続可能な
開発目標）

2015年の国連サミットにおいて採択された、持続可能な世界を実現するため
の2016年から2030年までの国際目標「持続可能な開発目標（Sustainable 
Development Goals=SDGs）」

持続可能な観光（サステ
ナブル・ツーリズム）

UNWTOは「訪問客、産業、環境、受け入れ地域の需要に適合しつつ、現在と
未来の環境、社会文化、経済への影響に十分配慮した観光」と定義

・旅行者の増加による自然環境や地域住民の生活に
対する負荷（観光の負の側面）の発生

・コロナ禍の長期化による観光業界の大打撃

・旅行者の地域資源等のサステナビリティ（持続可
能性）に対する意識の高まり

背景：観光をめぐる環境の変化

◆世界の旅行者の68％が「旅行に使ったお金が現地
コミュニティに還元されることを望んでいる」

◆世界の旅行者の43％が「旅行に関する選択にさらに
配慮することで現地のコミュニティや経済を支えた
い」と考えている

ポストコロナを見据えて

観光が、これまで以上に生み出す負荷や悪影
響を最小化する形で回復し、「旅行者から選
ばれる観光地」となるため、地域全体でサス
テナブル・ツーリズムを推進することが求め
られている

『SDGsへの貢献と持続可能な観光（サス
テナブル・ツーリズム）の推進に係る取組
方針』の策定と取組の強化※Booking.com 調査「旅行が及ぼすインパクトに関する意識の高まり：責任

ある旅行の始まり」（2021年4月22日）より引用
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JNTOの取組方針（2021年6月）

サステナブル・ツーリズムと
ユニバーサル・ツーリズムの推進

SDGsに配慮した
組織運営

SDGsに資する
組織運営の推進

プロモーション活動
における環境保全

への配慮

観光コンテンツ
収集

海外向け
情報発信

国内関係者への
情報提供

責任ある観光の
推進

ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙ･ﾂｰﾘｽﾞﾑ
の推進



JNTOが目指す「サステナブルツーリズム」

地域の「環境」を
守る・育む

地域の「文化」を
守る・育む

地域の「経済」を
守る・育む
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具体的な取組事例

プロモーション活動における環境保全への配慮

・ プラスチック使用量の削減
・ 紙の宣伝印刷物等の削減
・ 環境に配慮したギブアウェイの作成
・ 再利用可能な備品等の積極的な利用
・ イベント等におけるフードロスの削減 等

※オフラインで行う事業の実施にあたっては、企画
競争において環境に配慮した提案を求める

▲TTG Travel Experience 2020（BtoB旅行博）
＠イタリア

・ブースの部材は可能な限りリユースを行い、廃材を削減
・LED照明器具を使用
・オンラインアンケートの活用

観光コンテンツの収集・海外向け情報発信

・サステナブル・ツーリズムの観点で観光コンテンツを整理

→パンフレット（FSC認証など環境に配慮した紙を使用）、
特設ウェブページを制作予定

ユニバーサル・ツーリズムの推進

・JNTOツーリスト・インフォメーション・センターでは、障がいの
ある旅行者の意見を反映し、目でも指でも読める点字や
聴覚支援システムを導入する等、ユニバーサルデザイン
対応を強化

・2020年度に制作した観光ガイドブックにおいて宿泊施設
のバリアフリー情報を掲載

・車椅子の貸与・館内の車椅子移動が可能で、バリアフリー
トイレを保有する施設には、バリアフリー対応マークを付けて
対応施設を見える化

【パリ事務所】

【ソウル事務所】

【地域連携部】
目でも指でも読める点字

「ブレイルノイエ」
聴覚支援システム
「ヒアリングループ」

【ローマ事務所】



私たちは、日本のインバウンド旅行市場を拡大する政府観光局として、国民経済の発展、地域の活性化、国際

的な相互理解の促進、日本のブランド力向上を実現することにより、未来の日本をより豊かに、元気に、明るくす

ることを目指します。

①国民経済の発展

海外からのお客さまの旅行消費と、関連産業の成長によって国民経済を発展させます。

②地域の活性化

各地の関係者との連携により、海外のお客さまを誘致して地域を盛り上げ、経済を活性化します。

③国際的な相互理解の促進

観光を通じた交流、ふれあいにより、世界各地の方々とお互いの理解を深めあい、友好関係を

築きます。

④日本のブランド力向上

日本の魅力を世界に広め、国際的なブランド力、評価をより一層高めます。

４つの約束

Vision：私たちが目指すこと

JNTOの経営理念・行動指針
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JNTOの経営理念・行動指針

私たちは、国内外の関係者と連携し、公正性・透明性を保ちながら、

日本のインバウンド旅行市場を拡大する中核的な存在として、

４つの役割を果たします。

価値ある情報を集め、分析し、発信します。

1．Information Hub

Mission 私たちが果たすべき役割

さまざまな関係者のニーズをつなぐ

ネットワークを創造します。

長期的な視野に立ち、新しい市場を開

拓しつづけます。

的確な戦略と提案により、インバウン

ド旅行市場を牽引します。

2．Coordination

4．Leadership3．Innovation
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キャリアパスについて

概ね３年を目安としたジョブ・ローテーションで

事業部門／管理部門／海外事務所を経験

VJ事業の企画と実施/マーケット情報の

収集・分析/プロモーション事業の実施

海外事務所

経営計画/海外事務所管理/人事/財

務/総務

事業戦略・計画策定/マーケティング/海

外事務所の事業サポート/JNTOウェブ

の運営/宣伝ツール制作/国内事業パー

トナーとの連携・調整

管理部門

本部（東京）

事業部門

28
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よくあるご質問

•年に一度、異動先の希望を申告する制度があります。

その希望も考慮しますが、本人の適性や人事異動のタイミング等を踏まえた

上で、最終的な配属先が決定されます。本部・海外事務所、いずれの部署に

も配属の可能性があります。

•将来的に海外事務所での勤務もあるため、語学力がある方を歓迎します。

ただ、語学力は採用後も伸びること、どの事務所に勤務することになるかは

分からないことから、採用時には必須要件ではありません。

希望の海外事務所・部署に配属される？

語学力はどれほど必要？



「もっと詳しく話が聞きたい」という方は・・・

◎ご質問・お問い合わせ

→ 採用担当 saiyo@jnto.go.jp

◎新卒採用サイト

→ HP http://recruit.jnto.go.jp
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mailto:saiyo@jnto.go.jp
http://recruit.jnto.go.jp/


ご清聴ありがとうございました。


